
  
 

 
 
 
 

正式国名： マラウィ共和国 

首   都： リロングウェ 

人   口： 1,120 万人（2004 年） 

時   差： 日本より 7 時間遅れ 

言   語： 英語・チェワ語（共に公用語）、 

各部族語 

通   貨： マラウィ･クワチャ（MWK） 

宗   教： キリスト教（半数）、イスラム教他 

産   業： 農業（たばこ、茶、綿花、落花生、

コーヒーなど）、工業（繊維、石鹸、製

靴、砂糖、ビール、マッチ、セメント） 

マラウィという名前は、湖に昇る太陽のイメー

ジに由来します。日の出る国日本と、日の出

がマラウィ湖面に火を灯す国マラウィ。意外な

類似点がありました。国立公園が多数有り、ト

レッキング、ダイビング、ボートなど様々なレジ

ャーが楽しめます。また、マラウィの人々は旅

行者に親切なことでも有名です。美しい景色

が一杯の、まだあまり知られていない゛The 

Warm Heart of Africa(アフリカのあたたかいハ

ート)"に出会うことができます。 

マラウィ 
Republic of Malawi 

～コミュニティ訪問ガイド～ 

 



現 地 までの行 き方  

現地事務所までの交通手段は、訪問者側で手配をしてください。 

日本 ～ マラウィ 

国際空港は、チレカとリロングエにありますが、リロングエに到着する便をお勧めしま

す。リロングエ国際空港から、首都リロングエまでは車で30分です。タクシーを利用す

ると料金はUS＄20です。 

 

リロングウェ ～ 活動地域事務所 ～ コミュニティ 

プラン・マラウイは現在 4地域で活動しています。(周辺地図参照) 

�リロングエ： リロングエ国統括事務所から車で約 20分。 

�カスング：  リロングエから約 185 キロメートルで、車で約 3時間。 

�ムズズ：   ムズズ市内から約４５キロメートルで、リロングエから車で約 5時間。 

�ムランジェ： リロングエから車で 5～6時間。 
 

チャイルドのコミュニティまでは車で移動します。事前にご連絡いただければ、宿泊先から車で 

各地区事務所までご案内することも可能です。 

 

周 辺 地 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リロングエ 
国統括事務所 
（＃141） ムズズ活動地域 

（＃814） 

カスング活動地域 
（＃813） ムランジェ活動地域 

（＃809） 



訪 問 に適 した時 期  

3 つの季節があります。5～8月の涼しく乾燥した季節（このうち 6・7 月の夜の気温は 5度くらいまで下が

ります）。9～10 月の高温の夏。11 月から翌 4月の雨季。10 月か 11月に雨が降り始めるまでは湿度が

上がり、降雨のピークは年末年始で、断続的に 4月まで続きます。 

年間降雨量は600mm～3000mmと地域によって異なります。雨季には主要舗装道路以外の道路状況は

非常に悪くなります。またこの時期は農繁期になります。栽培できる作物や土地が限られているため、

多くの家族は臨時の仕事を求め、もしくは他に作付けできる土地を求めて移住します。ご訪問は 4～10

月の間をお薦めします。 

 

現 地 事 務 所 の業 務 日 ／時 間  

日曜日～金曜日 午前8時から午後５時    土・祝日はお休みとなります。 

夏季休暇（2週間）と年末年始には事務所をお休みします。 

 
マラウ ィ の主 な祝 祭 日  

祝祭日が週末に当たる場合は翌月曜日を休日とします。 
 
1 月 1 日 新年         5 月 1日    メー・デー 
1 月 15 日 チレンブエ・デー  10 月第 1月曜日   母の日 
3 月 3 日 殉教者の日(Martyrs Day) 12 月 25 日   クリスマス 
8 月 4月 復活祭   12 月 26 日   クリスマスの贈り物の日 

 

言 語 ・通 訳  

大抵の人は公用語である英語を話します。また、国語であるチュワ語も話します。その他に 40 を超える

民族語があります。 

＊現地では職員が英語でご案内します。 

現地事務所では日本語通訳を手配できませんのでご了承ください。 

 

現 地 スタ ッフ との待 ち合 わせ  

マラウィに到着されましたら、早めに事務所にご連絡ください。ご訪問の最終確認をします。 
現地事務所の連絡先は、ご出発前にお知らせいたします。 
通常は、職員がホテルまでお迎えに上がりますが、直接事務所にお越し下さっても結構です。 
 
 

宿   泊  

リロングエ、カスング、ムズズにホテルがございます。現地事務所を通じて宿泊先を 手配することがで

きます。ご希望の場合は、「訪問予定メモ」の所定の欄にご記入ください。 

 



両 替 ・銀 行 ・ ク レ ジ ッ ト カ ード  

コマーシャル銀行(Commercial Bank)とナショナル銀行（National Bank）が主要銀行で、地方には支店も

あり、トラベラーズ・チェックや外貨が交換できます。営業時間は、都市部では午前8時～午後2時まで、

地方では午前 8時～午後 1時までです。通用する外貨は米ドルとイギリス・ポンドです。 

クレジットカードは都市部のホテルでのみ利用できます。 

 

現 地 の習 慣  

○風俗習慣の違うところを訪問する場合には行き違いが起こりがちです。もし何か間違いを起しても直

ぐに許し、分かってくれるでしょう。マラウィにはお客を歓待する伝統があり、外来者にも気を遣います。

微笑はどこでも理解されます。 

○挨拶するとき握手する習慣があります。ご訪問中に握手攻めに会うかもしれませんが、気軽に握手に

応じてください。 

○飲食物を出されたら、まず味わってみてください。また何かを贈られた場合にも受け取って、謝意を表

してください。僅かの物でも、飲食物や贈り物を受け取らないことは失礼に感じられます。 

○近所の人がきてじろじろ見たり、後ろから子ども達がぞろぞろついてくることがありますが、どうか気に

なさらないでください。外国人が訪れるのは稀であり、現地の人、とりわけ子ども達によっては物珍し

いからなのです。 

 

留 意 事 項  

○チャイルドや家族の写真をお撮りになる時は前もって了承を得てください。軍事施設や政府関係の建

物は原則として撮影が禁じられています。 
○ご訪問には控えめの服装が良いでしょう。ミニスカートやショートパンツはお避けください。 

○マラリアの流行地帯(特に 10月から翌 4月)ですので、充分ご注意ください。 

○別れの際に、西洋風に女性や女の子にキスをするような行為はお避けください 

○旅行中は多額の現金や貴金属類を持ち歩くことはお避けください。 

○現地の法律を遵守ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ファミリーと皆様の安全のために、チャイルドをコミュニティから連れ出すことや、コミュニティでの

ホームステイはご遠慮ください。 

○ ファミリーから現金や物を要求するような発言があった時、現場での説明、通訳、諸費用の支払い

について問題をお感じになった場合は、その場で現地職員に伝えてください。 

○ あらゆる種類の麻薬の売買・所持、および子どもとの性行為は厳罰に処せられます。 

○ お互いの個人住所の交換はお控えください。（登録終了時を除く） 

�チャイルドとの直接の手紙のやりとりは、郵便サービスのない場所には届かず、通信記録がとれ

ないために事務局で郵便事故の把握ができません。また、個人的援助の依頼の手紙が届いて

ご迷惑をおかけするなど、現金や高価なプレゼントを渡す行為と同じく、住民の和を乱す一因と

なったりスポンサーへの依存心を生むなど、地域活動の阻害につながることがあるため、ご遠慮



渡 航 前 の準 備  

○パスポート等の必要書類の準備をお忘れなく。 

○海外旅行損害保険には必ずご加入ください。 

○渡航先の安全に関しては外務省の情報等でご確認ください。 

*外務省海外安全相談センター／（直通）TEL03-3501-8162（代）TEL03-3580-3311（内線 2902） 

*外務省ホームページ 海外危険情報／http://www.anzen.mofa.go.jp 

*国別・海外安全情報ＦＡＸサービス ／ TEL 0570-023300 

○イエローカード（黄熱病予防接種証明書）を取得することをお勧めします。マラリア予防薬も携帯ください。 

○訪問時に、見たいこと聞きたいことなどが具体的にありましたら、「訪問予定メモ」などで事前にプラン・

ジャパン事務局までご相談ください。 

○連絡先のリストをお忘れなくお持ちください。現地事務所の連絡先は出発前にお知らせします。 

○チャイルドやコミュニティの住民の中には、人見知りしてなかなか話しづらいことがあります。訪問前に、

手紙や報告書を読み返し、こちらからも積極的に質問や話題を用意されていくことをお勧めします。 

○コミュニティ訪問時は華美にならない服装でご訪問ください。控えめの服装でおいでください。男性は

長ズボンを、女性は肩や膝の出ない長めの服をご着用ください。ショートパンツはご遠慮願います。ま

た、動きやすいスニーカー、布製のショルダーバッグ、リュックなどをお持ちになるのが良いでしょう。 
 

チ ャ イ ル ドにおみやげを持 っ てい く場 合  

○高価なおみやげはご遠慮ください： チャイルドが健やかに育つには、地域全体の生活向上が不可欠

です。あるチャイルドや家族だけが高価なギフトをもらうことにより、地域の調和を乱してしまうおそれが

あります。 

○コミュニティには他にも多くの子どもたちがいることにもご配慮ください。 
○現地での購入もできます： 文化・習慣の違いなどもありますので、事前にご相談ください。現地職員

と共に購入する場合、現地職員は好まれる品物を紹介はしますが、購入は義務ではありませんので

ご予算の範囲内でお買い求めください。 
 

◎適切なギフトの例：    ☆詳しくは「おみやげどうしよう？」をご参照ください。 
ü 学用品 

ü 日用品（石けん、歯ブラシ、タオル類など） 

ü グループで一緒に遊べるもの（ボール、風船など） 

ü 日本の文化を紹介できるもの（折り紙、人形、コマ、日本の絵葉書など） 

ü 大勢で分けられるもの（筆記具、飴など） 

◎不適切なギフトの例：  

ü 現金（いかなる場合も渡さないでください） 

ü 変質しやすく、食中毒を起こす可能性のある食べ物や、口にすると危険な乾燥剤の入って 

いる包装菓子など 

ü 現地では高価なもの（電気製品、時計、使い捨てカメラなど）、電池を使うおもちゃ 

ü 中古品（汚れや破れのある古着、使い古しの学用品） 

ü その他（翻訳が必要な本、薬、好き嫌いのある和菓子など） 




